
予算要求資料
平成30年度9月補正予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　ジャポニスム２０１８等参加事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　環境生活部県民文化局文化創造課文化振興係　電話番号：058-272-1111（内2456 ）

　　　　　　　E-mail： c11146@pref.gifu.lg.jp

１　事業費　補正要求額  30,600千円（現計予算額：19,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産　収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計

予算額
	19,000
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000
	0
	14,000

	補　正

要求額
	30,600
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	30,600

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）

　　・本県では、全国で最も活動が盛んな“地歌舞伎”を、岐阜県の魅力の一つとしてＰＲを展開してきたが、この度、日仏友好160周年記念行事としてフランス・パリで開催される日本文化・芸術の祭典「ジャポニスム2018」及び本県と交流をもつスペイン・サラマンカ大学創立800周年記念行事という２つの名誉ある行事に参加できる機会を得た。
・当初、県内の保存会を代表して１団体が各国で１演目ずつ披露する方針で計画を進めてきたが、今回が海外で初の演目披露であり、外国の方々に地歌舞伎の魅力を伝える絶好の機会となること、かつ、県内の保存会にとっても貴重な経験を積める機会であることを踏まえ、１公演あたり２演目の披露に加え、地歌舞伎等の紹介企画として、貴重な衣裳の展示等を行うなど、出演団体を増やし、公演内容の更なる充実を図ることに伴う増額補正。
（２）事業内容

　　　地歌舞伎の公演及び関連事業（地歌舞伎等の紹介企画）の実施

①フランス公演

“ジャポニスム2018”公式企画の一つ「地方の魅力－祭りと文化」
【日程等】

10月26日・27日の２日間、パリ日本文化会館（衣裳展示等含む）

　　　②スペイン公演

サラマンカ大学創立800周年記念行事
【日程等】

公演10月29日、県の伝統文化紹介企画展（10月31日～11月30日）
同大学日西文化センター・美智子さまホール
（３）県負担・補助率の考え方

    フランス・パリ公演：(独)国際交流基金との共催とする

　　　・開催経費の1/2を同基金負担（上限：5,000千円）（その他は県費負担）
　　　・パリ市内における会場運営等は、（独）国際交流基金が対応

　　スペイン・サラマンカ公演：県費負担とする
（４）類似事業の有無

    無し

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	50
	評価会議報償費、アドバイザー謝金

	旅費
	4,500
	職員旅費

	役務費
	950
	海外携帯電話使用料、物資輸送料

	委託料
	25,100
	参加者派遣、輸送、出展企画調整等に係る業務委託

	合計
	30,600
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　　長期構想（中間見直し）　

Ⅳ　政策の方向性
　３「清流の国ぎふ」づくり

　（４）地域を支え、未来を担うひとづくり

　　　　○新たな文化を創造していくため、子ども・若者等次世代や障がい者を文化芸術の担い手として育成に努める。　　　　
（２）国・他県の状況

ジャポニスム2018公式企画は、政府主催の大規模な文化紹介行事であり、全国の12自治体が参加。（7つの祭りと15の文化企画）

（３）後年度の財政負担

　　　単年度事業

（４）事業主体及びその妥当性

県内各地に根付いた伝統文化を広く世界に発信するため、県において実施する。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　特にフランスにおける大規模な日本紹介行事に参加することで、岐阜県の有する多彩な文化芸術を広く世界へ発信し、本県の知名度向上を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	・慣習や趣向が異なる海外での文化芸術紹介事業であることから、そのＰＲ効果や実施に基づく成果に対する具体的な数値目標を設置することには馴染まない。



（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	岐阜県の有する文化芸術を海外に向けて発信していくことは、伝統文化をはじめとする本県文化芸術の振興につながるとともに、海外における本県の知名度向上を図ることにより、観光誘客面での貢献も期待されることから、本事業の必要性は極めて高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

―

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

―

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
海外の舞台で、外国人を相手に、本格的に地歌舞伎の演目を披露していく上で、いかに魅力を効果的に伝えられるかの試金石となる。




（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、
今後どのように取り組むのか

　単年度事業を予定




